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Ⅰ

は
じ
め
に

日
本
に
お
い
て
は
、
都
市
で
も
村
落
で
も
伝
統
的
に
そ
の
土
地
の
守
り
神
と
し
て
氏
神
（産
土
神
）

と
い
わ
れ
る
神
を
祀
る
神
社
が
あ
り
、
当
該
地
域
共
同
体
の
住
民
は
世
代
を
越
え
て
氏
神
を
崇
敬

し
、
神
社
を
支
え
る
氏
子
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
よ
っ
て
都
市
・村
落
と
も
に
、
氏
子
が
ま
と

ま
っ
て
居
住
す
る
、
氏
子
区
域
と
い
う
宗
教
的
・民
俗
的
な
空
間
な
い
し
領
域
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

民
俗
学
の
萩
原
龍
夫
は
、
こ
の
よ
う
な
神
社
と
地
域
社
会
（お
よ
び
そ
の
住
民
）と
の
間
に
結
ば
れ

て
い
る
制
度
的
慣
行
を
「
氏
子
制
」と
呼
び
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
お
お
む
ね
一
つ
の
地
域
共
同
体
に

一
つ
の
氏
神
神
社
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
、
当
該
神
社
の
周
囲
に
氏
子
が
ま
と
ま
っ
て
居
住
す
る
氏

子
区
域
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る

1)

。

こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
地
域
共
同
体
と
密
着
し
た
氏
子
区
域
の
あ
り
方
は
、
中
近
世
か
ら
近
現

代
に
至
る
ま
で
の
都
市
や
村
落
の
歴
史
・空
間
を
考
察
す
る
際
の
重
要
な
着
目
点
と
な
り
え
よ
う
。

特
に
歴
史
の
あ
る
都
市
（歴
史
的
都
市
）で
は
、
複
数
氏
神
の
氏
子
区
域
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
形
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
空
間
構
造
や
成
り
立
ち
を
分
析
し
て
い
け
ば
、
市
街
地
の

歴
史
的
な
形
成
・変
容
プ
ロ
セ
ス
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
う
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
歴
史
学
（文
献
史
学
）・歴
史
地
理
学
・建
築
史
学
な
ど
に
ま
た
が
る
既
存
の
都
市
史

研
究
に
お
い
て
、
氏
子
区
域
と
い
う
空
間
の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
研
究
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
先
行
研
究
も
、
地
域
や
時
代
が
限
定
さ
れ
た
単
発
的
な
考
察
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

2)

。

よ
っ
て
都
市
に
お
け
る
氏
子
区
域
の
研
究
と
は
、
こ
れ
ら
の
関
連
学
問
分
野
に
と
っ
て
大
き
な
未
開

拓
の
分
野
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
研
究
の
目
的
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
背
景
を
踏
ま
え
、
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
都
市
に
お

要旨 

日本においては、それぞれの土地の守り神（氏神）を祀る神社があり、当該地域共同

体の住民はその氏神と神社を崇敬し、支える氏子となっている場合が多い。よって氏子

がまとまって居住する、氏子区域という宗教的な領域が形成されている。本稿では個別

事例として岐阜県高山市の氏子区域を調査して考察した。その結果として、中近世に

おける都市の歴史に関していくつかの新知見を明らかにした。 

abstract 

Every area in Japan houses a shrine where a guardian deity (ujigami) is 
worshiped. Residents living in regional communities revere the deity and the 
shrine, and in many instances, they provide support as parishioners (ujiko) to 
the place of worship. Due to this practice, there are religious locations known 
as parishioner areas (ujiko-kuiki) where such groups of supporters reside. This 
paper examines the ujiko-kuiki of Takayama city, Gifu Prefecture as individual 
case studies. As a result of its investigation, this paper identifies some new facts 
with regard to medieval and early modern urban history.  

ISSN 2436-5408 (Online) 

ISSN 1346-2601 (Print) 

1

mailto:hondak@fc.ritsumei.ac.jp


ART RESEARCH vol.22-2 
 

 

歴
史
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都
市
の
氏
子
区
域
に
関
す
る
考
察
―
―
中
近
世
の
飛
騨
高
山
を
事
例
と
し
て
―
― 

け
る
氏
子
区
域
の
空
間
構
造
や
成
り
立
ち
な
ど
の
考
察
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
史
研
究
に

お
け
る
新
知
見
の
獲
得
お
よ
び
新
領
域
の
開
拓
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
す
で
に
氏
子
区

域
と
い
う
概
念
を
め
ぐ
る
基
礎
的
な
事
項
の
検
討
、
例
え
ば
用
語
の
問
題
、
歴
史
的
な
形
成
・変

遷
の
概
観
、
信
仰
圏
研
究
と
の
関
係
、
そ
れ
に
海
外
の
動
向

3)

な
ど
は
別
稿
と
し
て
発
表
予
定
で

あ
る
た
め

4)

、
本
稿
で
は
よ
り
個
別
の
事
例
と
し
て
、
近
世
の
城
下
町
と
し
て
成
立
し
た
飛
騨
国
高

山
（岐
阜
県
高
山
市
）を
対
象
と
し
、
そ
の
氏
子
区
域
の
実
態
を
調
査
・地
図
化
・分
析
し
て
、
文
献

史
料
な
ど
で
は
明
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
過
去
の
都
市
形
成
な
ど
の
一
端
を
解
明
す
る
こ
と
と
し

た
い
。 

Ⅱ 

高
山
の
氏
子
区
域
と
そ
の
考
察 

１ 

高
山
の
歴
史
と
都
市
空
間 

高
山
市
は
岐
阜
県
北
部
に
位
置
し
、
二
〇
一
五
年
現
在
の
面
積
は
２
，
１
７
７km

2

、
人
口
は
約

８
９
，
０
０
０
人
で
あ
る

5)

。
そ
の
中
心
と
な
る
市
街
地
は
、
日
本
海
へ注
ぐ
宮
川
（神
通
川
）両
岸
に

あ
る
、
標
高
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
高
山
盆
地
に
形
成
さ
れ
て
い
る
（以
下
、「
高
山
」と
は
こ
の
市
街

地
を
意
味
す
る
）。 

高
山
は
古
く
か
ら
飛
騨
国
の
政
治
・経
済
・文
化
の
中
心
で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
は
国
分
寺
も
建

立
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
天
正
一
四
年
（一
五
八
六
）、
飛
騨
三
万
三
千
石
の
国
主
と
し
て
入
府
し

た
金
森
長
近
は
、
翌
々
年
か
ら
高
山
城
お
よ
び
城
下
町
の
建
設
を
開
始
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
現
在
に

至
る
高
山
の
基
礎
が
築
か
れ
た
が
、
元
禄
五
年
（一
六
九
二
）、
金
森
頼
時
の
出
羽
国
上
ノ
山
（山

形
県
上
山
市
）転
封
に
よ
っ
て
六
代
一
〇
七
年
間
続
い
た
金
森
氏
の
高
山
支
配
は
終
了
し
て
い
る
。

金
森
氏
に
よ
る
城
下
町
は
、
高
山
城
の
北
側
、
宮
川
と
江
名
子
川
で
囲
ま
れ
た
範
囲
を
中
心
に
建

設
さ
れ
、
宮
川
東
岸
に
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
の
最
も
低
い
部
分
に
一
之
町
・二
之
町
・三
之
町

な
ど
の
町
人
地
、
崖
で
隔
て
ら
れ
た
「
空
町
」と
い
わ
れ
る
地
区
に
武
家
地
、
そ
の
上
の
東
山
山
麓
に

寺
社
地
が
配
さ
れ
、
東
西
方
向
の
高
低
差
を
利
用
し
た
明
確
な
区
割
り
が
な
さ
れ
て
い
た
（第
１

図
）6)

。
ち
な
み
に
金
森
氏
転
封
直
後
、
元
禄
八
年
の
人
口
は
３
，
７
５
７
人
で
あ
っ
た
。 

次
い
で
飛
騨
国
は
幕
府
直
轄
領
（天
領
）と
な
り
、
高
山
城
は
破
却
さ
れ
て
、
宮
川
西
岸
に
お
か

れ
た
郡
代
役
所
（高
山
陣
屋
）が
新
た
な
支
配
の
拠
点
と
な
る
。
ま
た
、
武
家
屋
敷
も
町
人
に
払
い

下
げ
ら
れ
て
田
畑
や
町
人
地
に
変
化
し
た
一
方
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
は
宮
川
に

沿
っ
た
西
岸
や
江
名
子
川
の
北
側
に
も
市
街
地
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
代
、
高
山
で
は
豊
か

な
山
林
資
源
を
背
景
と
し
て
経
済
力
を
蓄
え
た
町
人
を
中
心
に
、
豪
華
絢
燗
な
高
山
祭
の
屋
台

に
象
徴
さ
れ
る
文
化
が
花
開
き
、
現
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
な
お
、
幕
末
期
の
嘉
永
六
年

（一
八
五
三
）の
人
口
は
１
０
，
１
９
０
人
で
あ
っ
た
。 

そ
の
後
、
高
山
の
近
代
化
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
の
が
昭
和
九
年
（一
九
三
四
）の
国
鉄

高
山
本
線
お
よ
び
高
山
駅
の
開
業
で
あ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
現
在
の
よ
う
に
高
山
駅
付
近
に

も
市
街
地
が
拡
大
し
、
昭
和
一
一
年
に
は
市
制
を
施
行
す
る
に
至
っ
た
。 

２ 

氏
子
区
域
の
特
徴
と
近
世
の
都
市
形
成 

現
地
聞
取
り
お
よ
び
文
献
調
査

7)

に
よ
っ
て
、
現
在
の
高
山
の
氏
子
区
域
は
第
２
図
の
よ
う
に
地

図
化
さ
れ
る
。
ま
た
、
明
治
六
年
（一
八
七
三
）の
『
斐
太
後
風
土
記
』に
は
、
当
時
の
高
山
に
お
け

る
氏
子
区
域
の
お
お
ま
か
な
範
囲
が
示
さ
れ
て
お
り

8)

、
現
状
と
比
較
し
た
結
果
、
高
山
陣
屋
周

辺
の
一
部
町
々
を
除
け
ば
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
た
め
、
近
世
以
前
に
形
成
さ
れ
て
引
き
継
が

れ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

さ
て
第
２
図
か
ら
わ
か
る
特
徴
は
、
第
一
に
高
山
は
城
下
町
と
し
て
比
較
的
小
規
模
な
町
で
あ

り
な
が
ら

9)

、
そ
の
中
で
多
く
の
小
地
域
ご
と
に
異
な
る
氏
神
の
神
社
が
崇
敬
さ
れ
、
氏
子
区
域
が

複
雑
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
点
と
い
え
よ
う

10)

。
最
初
に
城
下
町
が
建
設
さ
れ
た
宮
川
東
岸
の
旧

市
街
地
に
限
れ
ば
、
東
側
の
旧
武
家
地
で
は
お
お
む
ね
東
山
白
山
・東
山
神
明
・錦
山
の
三
社
、
西

側
の
旧
町
人
地
で
は
安
川
通
を
境
に
し
て
日
枝
神
社
・桜
山
八
幡
宮
の
二
社
（後
述
す
る
東
山
白

山
神
社
の
飛
地
は
例
外
）と
合
計
で
五
社
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。
後
に
拡
大
し
た
市
街
地
で
は
、
五

社
に
加
え
て
飛
騨
総
社
・一
本
杉
白
山
神
社
の
氏
子
区
域
と
も
な
っ
た
。
な
ぜ
こ
れ
だ
け
細
か
く
分

か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
検
討
し
て
い
く
と
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
近
世
初
期
の
領
主
で

あ
っ
た
金
森
氏
が
主
導
し
て
人
為
的
に
制
定
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
ず
近
世
・近
代
の
地
誌
な
ど
か
ら
、
一
七
世
紀
高
山
の
氏
神
で
あ
っ
た
五
社
の
由
緒
を
ま
と
め

る
と
第
１
表
の
よ
う
に
な
る
。
い
ず
れ
の
神
社
も
近
世
城
下
町
建
設
以
前
か
ら
何
ら
か
の
形
で
高

山
な
い
し
そ
の
周
辺
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
八
世
紀
に
創
祀
さ
れ
た
伝
承
を
も
つ
東
山
白
山
神
社

を
除
く
四
社
は
、
一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
金
森
氏
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
こ
と
が

み
て
と
れ
よ
う
。 

例
え
ば
町
人
地
の
氏
神
に
つ
い
て
は
、
『
斐
太
後
風
土
記
』に
よ
れ
ば
、
南
側
の
日
枝
神
社
は
天

正
年
間
（一
五
七
三
～
九
二
）末
に
現
在
地
よ
り
南
に
あ
っ
た
旧
片
野
村
か
ら
遷
座
さ
れ
た

11)

。
ま

た
延
享
年
間
（一
七
四
四
～
四
八
）の
『
飛
州
志
』お
よ
び
『
斐
太
後
風
土
記
』に
よ
る
と
、
北
側
の

桜
山
八
幡
宮
は
、
元
和
九
年
（一
六
二
三
）、
江
名
子
川
か
ら
神
像
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に

復
興
さ
れ
た
と
い
う

12)

。
つ
ま
り
、
い
ず
れ
も
城
下
町
建
設
に
際
し
て
、
金
森
氏
に
よ
っ
て
創
建
さ

2
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れ
た
神
社
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
日
枝
神
社
に
つ
い
て
は
、
元
の
鎮
座
地
（高
山
市
片
野

町
五
丁
目
）に
「
元
山
王
」と
呼
ば
れ
る
小
社
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
伝
承
は
史
実
と
認
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
安
川
通
を
境
界
に
町
人
地
の
氏
子
区
域
が
南
北
に
分
か
れ
て
い
た
実
態
は
、
延
享

三
年
（一
七
四
六
）の
『
飛
騨
国
中
案
内
』に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
が

13)

、
『
斐
太
後
風
土
記
』に
よ
る

と
、
こ
れ
ら
も
金
森
氏
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
と
し
て
い
る

14)

。 

一
方
、
旧
武
家
地
に
つ
い
て
は
関
連
す
る
記
録
が
少
な
い
も
の
の
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
高
山
が

天
領
と
な
っ
た
後
で
武
家
屋
敷
群
は
解
体
さ
れ
、
跡
地
は
町
人
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
旧
武
家
地
と
旧
町
人
地
と
で
氏
神
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
金
森
城
下

町
時
代
に
は
両
地
の
氏
神
と
氏
子
区
域
が
定
め
ら
れ
て
確
定
し
、
そ
の
記
憶
が
保
持
さ
れ
た
ま
ま

存
続
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る

15)

。 

以
上
の
よ
う
に
、
高
山
城
下
町
に
お
け
る
氏
神
や
氏
子
区
域
に
対
す
る
金
森
氏
の
積
極
的
な

関
与
は
、
お
お
む
ね
史
実
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
一
七
世
紀
前
半
の
頃
、
金
森
氏
は
入
府
以

前
か
ら
あ
っ
た
地
元
の
神
社
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
復
興
・再
編
し
な
が
ら
氏
神
の
選
定
や
氏

子
区
域
の
区
分
け
を
人
為
的
に
制
定
す
る
こ
と
で
、
み
ず
か
ら
の
目
指
す
城
下
町
を
建
設
し
て
い

っ
た
と
い
え
よ
う
。 

し
か
し
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
金
森
氏
が
氏
神
・氏
子
区
域
を
こ
の
よ
う
に
定
め
た
の
か
、
そ
こ
に
い
か

な
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
武
家
地
と
町
人
地
の
氏
神
が
分
か
れ
て
い
る

と
い
う
事
実
か
ら
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
精
神
的
に
近
世
身
分
制
の
固
定
化
を
図
っ
た
こ
と
な
ど
が
推

測
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
限
り
で
は
、
両
地
の
氏
神
が
明
確
に
異
な
る

近
世
城
下
町
は
他
に
若
狭
小
浜
（福
井
県
小
浜
市
）し
か
な
く
、
高
山
と
同
じ
よ
う
に
領
主
権
力
の

氏
神
・氏
子
区
域
制
定
へ
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
福
岡
や
、
金
森
氏
が
建
設
し
た
越
前
大
野

（福
井
県
大
野
市
）、
美
濃
上
有
知
（岐
阜
県
美
濃
市
）で
も
そ
の
よ
う
な
実
態
は
見
出
さ
れ
て
い
な

い
16)

。
ま
だ
事
例
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
時
点
に
お
い
て
両
地
の
氏
神
が
分
離
さ
れ
て
い
る
近

世
城
下
町
は
少
数
派
で
あ
り
、
よ
っ
て
先
の
問
に
対
す
る
明
確
な
解
答
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る

を
え
な
い
。 

た
だ
、
金
森
氏
に
よ
る
人
為
的
な
制
定
の
結
果
と
し
て
確
実
に
指
摘
で
き
る
点
は
、
特
に
町
人

地
の
氏
神
が
二
社
に
分
け
ら
れ
た
た
め
に
、
江
戸
中
期
の
一
八
世
紀
以
降
、
両
社
の
氏
子
が
担
う

祭
礼
（日
枝
が
春
の
高
山
祭
、
桜
山
八
幡
が
秋
の
高
山
祭
）同
士
で
の
競
い
合
い
を
生
み
、
屋
台
を

よ
り
華
麗
に
す
る
な
ど
今
に
至
る
ま
で
高
山
祭
の
賑
わ
い
の
原
動
力
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う

17)

。 

３ 

氏
子
区
域
か
ら
み
た
中
世
以
前
の
集
落 

と
こ
ろ
で
、
金
森
氏
の
城
下
町
建
設
以
前
、
す
な
わ
ち
中
世
の
高
山
は
い
か
な
る
様
相
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
氏
子
区
域
の
あ
り
方
を
手
が
か
り
に
し
て
探
っ
て
み
た
い
。

第
２
図
を
み
る
と
、
高
山
の
中
で
東
山
白
山
神
社
の
氏
子
区
域
だ
け
が
特
異
な
形
態
を
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
同
社
の
氏
子
の
多
く
は
神
社
周
囲
の
鉄
砲
町
・若
達
町
・大
門
町
（旧

武
家
地
）に
在
住
す
る
が
、
な
ぜ
か
西
に
離
れ
て
安
川
通
お
よ
び
宮
川
に
面
し
た
下
三
之
町
（旧
町

人
地
）の
一
部
だ
け
が
飛
地
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
毎
年
五
月
四
日
・五
日
の
祭
礼
に

お
い
て
は
、
同
神
社
か
ら
神
輿
な
ど
が
当
地
へ渡
御
し
て
き
て
い
る
。 

こ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
養
老
四
年
（七
二
〇
）
に
勧
請
・創
祀
さ
れ
た
東
山
白
山

神
社
は
、
金
森
城
下
町
以
前
は
現
在
の
安
川
通
付
近
に
鎮
座
し
、
当
時
「
安
川
村
」と
呼
ば
れ
て
い

た
高
山
全
戸
の
氏
神
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
で
あ
る

18)

。
さ
ら
に
下
三
之
町
の
飛
地
は
、
か
つ
て
白

山
神
社
が
同
町
の
地
に
鎮
座
し
て
い
た
な
ご
り
と
い
う
説
も
あ
る

19)

。
こ
の
う
ち
後
者
の
説
に
関
し

て
は
、
金
森
時
代
中
期
（一
七
世
紀
な
か
ば
）の
城
下
町
を
描
い
た
「
飛
騨
高
山
絵
図
」20)

に
よ
る
と
、

三
之
町
が
そ
の
東
に
あ
る
一
之
町
・二
之
町
に
対
し
て
「
新
町
」と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
中
世
以
前
の

同
町
付
近
は
宮
川
の
河
原
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
地
に
白
山
社
が
勧

請
・創
祀
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
同
社
の
旧
鎮
座
地
は
安
川
通
と
高
山
別
院
（照
蓮
寺
）

参
道
と
の
辻
付
近
と
み
る
の
が
妥
当
と
い
え
る

21)

。 

そ
の
一
方
で
、
東
山
白
山
神
社
が
江
戸
前
期
に
町
人
地
の
氏
神
と
定
め
ら
れ
た
日
枝
神
社
や
桜

山
八
幡
よ
り
も
古
い
神
社
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
の
氏
子
区
域
が
飛
地
と
し
て
現
存
し
て

い
る
こ
と
は
、
城
下
町
建
設
前
の
中
世
安
川
村
が
安
川
通
付
近
に
形
成
さ
れ
、
同
社
を
氏
神
と
し

て
い
た
明
確
な
証
左
と
み
な
せ
よ
う
。 

４ 

氏
子
区
域
か
ら
み
た
近
世
幕
末
期
の
町
人
の
紐
帯 

最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
氏
神
や
氏
子
区
域
が
、
後
世
の
高
山
町
人
の
精
神
生

活
に
与
え
た
影
響
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
り
う
る
の
は
、
幕
末
期
の
弘
化
年
間
（一
八

四
四
～
四
八
）
に
組
織
さ
れ
て
い
た
火
消
組
で
あ
る
（第
２
表
）
。
近
世
以
降
の
高
山
は
何
度
も
大

火
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
火
災
対
策
は
き
わ
め
て
重
要
な
都
市
生
活
の
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と

は
、
今
で
も
高
山
の
各
町
な
い
し
町
内
各
組
ご
と
に
火
伏
せ
の
神
で
あ
る
秋
葉
神
の
祠
が
祀
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る

22)

。 

当
時
の
防
火
対
策
と
し
て
組
織
さ
れ
た
火
消
組
は
当
初
七
組
、
そ
の
後
一
〇
組
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
ら
の
内
訳
と
氏
子
区
域
と
の
関
係
を
み
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
同
じ
氏
神
（当
時
は
七
社
）を

3
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崇
敬
す
る
町
々
が
集
ま
っ
て
各
火
消
組
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
歴
史
が
古
い
宮
川

東
岸
で
は
火
消
組
と
現
在
の
氏
子
区
域
が
一
致
し

23)

、
宮
川
西
岸
で
も
高
山
陣
屋
周
辺
の
町
々
で

「
い
ろ
は
組
」「
馬
頭
組
」に
入
り
組
み
が
あ
る
以
外
は
、
お
お
む
ね
氏
子
区
域
を
基
礎
に
火
消
組

が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
宮
川
西
岸
の
こ
れ
ら
の
町
々
で
は
、
氏
神
を
た
び
た
び
変
え
て
い
る
た
め
に

こ
の
よ
う
な
入
り
組
み
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が

24)

、
他
の
地
域
の
事
例
を
敷
衍
す
れ
ば
、

当
初
は
同
じ
氏
子
町
同
士
で
「
い
ろ
は
組
」「
馬
頭
組
」が
結
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
う
る

で
あ
ろ
う
。 

近
世
都
市
社
会
の
中
で
最
も
重
要
な
組
織
と
い
え
る
火
消
組
が
、
同
一
の
氏
神
を
戴
く
町
同
士

が
集
合
し
て
結
成
さ
れ
て
い
た
事
実
は
、
一
七
世
紀
前
半
の
江
戸
前
期
に
醸
成
さ
れ
た
氏
神
への
信

仰
が
、
十
九
世
紀
前
半
の
幕
末
期
で
も
高
山
町
人
の
強
い
精
神
的
紐
帯
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
ま
た
現
代
で
も
、
先
に
述
べ
た
高
山
祭
を
は
じ
め
、
氏
子
区
域
単
位
で
氏

神
神
社
の
祭
礼
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
氏
神
を
介
し
て
の
住
民
同
士
の
絆
は
健
在
と
い
え
る
。 

Ⅲ 

お
わ
り
に 

本
稿
で
は
歴
史
的
都
市
で
あ
る
飛
騨
国
高
山
の
氏
神
・
氏
子
区
域
を
対
象
と
し
て
、
調
査
・把

捉
・地
図
化
を
行
い
、
そ
の
空
間
構
造
や
成
り
立
ち
を
分
析
・検
討
し
た
。
こ
の
結
果
、
中
世
以
前
の

集
落
の
様
相
、
近
世
城
下
町
の
形
成
過
程
、
そ
し
て
現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
住
民
の
精
神
生

活
への
影
響
な
ど
、
従
来
の
方
法
で
は
見
出
し
え
な
か
っ
た
都
市
史
に
関
す
る
知
見
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
で
行
っ
た
分
析
・検
討
手
法
を
他
の
都
市
で
も
応
用
し
て
い
け
ば
、
得
ら

れ
る
知
見
は
豊
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
で
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
は
、
第
一
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
の
事
例
を
数

多
く
調
査
し
、
集
積
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
そ
の
過
程
で
過
去
に
お
け
る
氏

子
区
域
の
あ
り
方
や
変
遷
を
把
捉
・復
原
・分
析
す
る
方
法
の
精
度
を
高
め
て
い
く
必
要
も
あ
ろ

う
。
ま
た
事
例
が
集
積
さ
れ
れ
ば
、
一
段
進
ん
で
そ
れ
ら
を
分
類
・比
較
し
、
類
型
化
や
一
般
法

則
の
抽
出
と
い
っ
た
体
系
的
研
究
の
構
築
に
も
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
高
山
で
秋
葉
神

の
祠
を
指
摘
し
た
よ
う
に
、
氏
子
区
域
よ
り
も
狭
小
な
町
単
位
で
信
仰
し
て
い
る
多
数
の
小
祠
な

ど
に
着
目
し
て
、
都
市
に
お
け
る
信
仰
の
重
層
的
構
造
を
見
出
す
こ
と
も
重
要
と
い
え
る
。 

都
市
に
お
け
る
氏
子
区
域
の
研
究
と
は
、
実
質
的
に
未
開
拓
の
分
野
で
あ
る
た
め
、
今
後
そ
れ

に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
る
領
域
は
大
き
な
可
能
性
に
満
ち
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

〔
付
記
〕 

本
稿
の
内
容
は
、
二
〇
一
九
年
人
文
地
理
学
会
大
会
に
て
発
表
し
た
。 
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第 1 図 高山の地域概観図  出所：25,000 分の１地形図を基図とし、旧市街地は高山市教育委員会（2012）などより作製 

第 2 図 高山の氏子区域地図  出所：氏子区域は筆者調査より作製、その他は第 1 図と同じ 
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神 社 由 緒 主な典拠 
東山白山神社 養老 4（720）に勧請・創祀，金森氏城下町建

設以前の高山の氏神か，雲龍寺の鎮守社 
『飛州志』『安河記』『白山廟記』 

東山神明神社 元和年間（1615-24）に金森出雲守（可重か重

頼かは未詳）が復興，それ以前は不明 
天照寺の鎮守社 

『飛騨国大野郡史』「大野郡神社

明細帳」 

錦山神社 慶長年間（1596-1615）に金森可重が復興 『飛騨国大野郡史』「大野郡神社

明細帳」 
日枝神社 永治元（1141）に勧請・創祀，かつては大野

郡灘郷片野村の氏神であったが，天正年間

（1573-92）末に金森長近が現在地へ遷し，城

鎮守および市中氏神とする 

『斐太後風土記』 

桜山八幡宮 大永年間（1521-28）の勧請・創祀か 
元和 9（1623），金森重頼が復興 

『和漢三才図会』『飛州志』『斐太

後風土記』 

 氏 神 氏子区域旧町名（括弧内は現町名） 幕末期の火消組 

宮 
川 

東 

岸 

錦山神社  堀端町・島川原町・宗猷寺町・春日町  東 講 
東山神明神社 空町一円 天性寺町・吹屋町・愛宕町 東 組 愛宕講 
東山白山神社  鉄砲町・若達町・大門町  白山講 

 
桜山八幡宮 

安川通以北 三町・寺内町（以上は下一之町・下二之

町・下三之町），三新町（一之新町・二之新町・下新

町を経て大新町 1～5 丁目），八幡町 

 
秋葉講 

 
 

安川通以南 三町（上一之町・上二之町・上三之町），

片原町，神明町 
神明講 

宮 

川 

西 

岸 

日枝神社 川原町・中町・西町（以上 3 町は上川原町・川原町・

西町） 
馬頭組 

 上向町（本町一丁目），向町（本町二丁目） いろは組 

一本杉白山神社 
浦町（有楽町） 馬頭組 
八軒町 いろは組 

飛騨総社 

下向町上（本町三丁目） 西 組 
下向町下（本町四丁目） と 組 
町方（近世高山町に付属していた相生町・花川町・末

広町・朝日町を中心とする地区） 
輪 組 

第１表 17 世紀（江戸前期）の高山市街地における氏神神社 

 

出所：各種史料より筆者作成 

第 2 表 19 世紀（幕末期）の高山における氏神・氏子区域と火消組 

 

出所：氏神・氏子区域は筆者現地調査など，火消組は高山市（1953）による。 注：カッコ内は現在の町名。火消組のうち、弘化年間

（1844～48）の東組はその後 3 つに分かれる。文久元年（1861）には「白山講」の存在が確認できる（高山市 1953）。 
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［
注
］

1）
萩
原
（一
九
六
二
）、
四
三
一
～
四
三
四
頁
な
ど
。

2）
都
市
の
氏
子
区
域
を
と
り
あ
げ
た
主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
京
都
で
は
①
黒
田
（二
〇
〇
四
）、
②

本
多
（二
〇
一
五
）、
大
阪
で
は
③
近
江
（一
九
九
一
）、
江
戸
・東
京
で
は
④
伊
藤
（二
〇
〇
四
）、

⑤
小
南
（二
〇
一
七
）、
博
多
・福
岡
で
は
⑥
西
田
（一
九
九
七
）、
⑦
佐
伯
（二
〇
一
二
）な
ど
が
あ

る
。

3）
海
外
に
お
い
て
氏
子
区
域
と
類
似
し
た
宗
教
的
空
間
と
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
特
に
ロ
ー
マ
・カ
ト

リ
ッ
ク
や
聖
公
会
の
教
会
が
布
教
や
宗
教
上
の
監
督
の
た
め
に
設
定
し
た
教
会
教
区
（英
語
で
は

parish

）が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
英
国
全
土
を
対
象
に
し
たA

.
W

inchester

（2008

）な
ど
が
あ
る
。

4）
二
〇
二
一
年
一
二
月
現
在
、
当
該
拙
稿
は
別
誌
に
投
稿
済
で
査
読
中
で
あ
る
。

5）
高
山
の
現
状
は
、
高
山
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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w
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（二
〇
二
一
年

一
二
月
一
日
閲
覧
）な
ど
を
参
照
し
た
。
ま
た
高
山
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
①
高
山
市
編
（一
九
五

二
～
一
九
五
三
）、
②
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
（二
〇
〇
五
）、
③
高
山
市
教
育
委
員
会
編

（二
〇
〇
七
）な
ど
を
参
照
し
た
。

6）
高
橋
ほ
か
（一
九
九
三
）、
一
六
八
頁
。

７）
現
地
聞
取
り
調
査
は
二
〇
一
七
年
二
月
お
よ
び
五
月
に
実
施
し
た
。
文
献
調
査
は
土
田
ほ
か
（一

九
八
七
）な
ど
に
よ
る
。

8）
蘆
田
編
（一
九
一
五
）。
例
え
ば
桜
山
八
幡
宮
の
項
で
は
「
祭
神
八
幡
大
神

本
社
、
拝
殿

祭
礼

八
月
朔
日

氏
子

高
山
三
町
と
も
安
川
以
北
、
一
二
之
新
町
・大
新
町
・八
幡
町
・縄
手
・両
寺

内
町
」八
八
頁
と
あ
る
。

9）
前
掲
5）
②
、
二
八
頁
。

10）
筆
者
調
査
の
限
り
で
は
、
萩
（山
口
県
萩
市
）や
赤
穂
（兵
庫
県
赤
穂
市
）の
よ
う
に
旧
城
下
町
全

域
が
一
氏
神
と
い
う
町
も
あ
る
。

11）
前
掲
８）
、
四
五
～
四
六
頁
。

12）
①
岡
村
編
（一
九
〇
九
）、
七
七
頁
、
②
前
掲
８）
、
八
八
～
八
九
頁
。

13）
岡
村
（一
九
八
七
）に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
）。「
山
王
権
現
宮
（中
略
）此

山
王
は
高
山
三
町
の
内
半
分
よ
り
上
の
氏
神
な
り
、
祭
礼
等
も
三
町
よ
り
相
勤
事
な
り
」二
二
頁

お
よ
び
「
八
幡
宮
（中
略
）右
八
幡
山
長
久
寺
は
高
山
町
の
内
八
幡
町
の
上
、
山
の
麓
に
御
座
八
幡

宮
な
り
、
氏
子
の
義
は
高
山
三
町
の
内
、
本
町
通
に
て
、
文
右
衛
門
坂
通
り
安
川
横
町
を
切
て
、

本
町
三
筋
、
其
外
一
ノ
新
町
・二
ノ
新
町
・八
幡
町
・寺
内
町
・下
新
町
、
此
分
不
残
八
幡
の
氏
子

な
り
」一
六
六
頁
。

14）
前
掲
８）
。
日
枝
神
社
の
項
に
は
「
城
中
鎮
護
、
又
城
下
町
々
の
産
土
神
た
る
べ
し
と
命
ぜ
ら
れ
し
」

四
六
頁
、
桜
山
八
幡
宮
の
項
に
も
「
高
山
里
の
御
民
、
安
川
大
路
よ
り
北
な
る
家
々
を
此
宮
の
産

子
と
定
玉
へり
と
ぞ
」八
九
頁
と
あ
る
。

15）
た
だ
し
、
旧
武
家
地
の
大
部
分
は
い
っ
た
ん
開
墾
さ
れ
て
田
畑
と
な
り
、
江
戸
中
期
頃
か
ら
再
び

少
し
ず
つ
宅
地
化
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
特
殊
事
情
に
留
意
す
る
必
要
も
あ
ろ

う
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
（二
〇
〇
五
）、
三
〇
頁
お
よ
び
高
山
市
教
育
委
員
会
編
（二

〇
〇
七
）、
三
九
〇
～
三
九
二
頁
）。

16）
福
岡
に
つ
い
て
は
前
掲
2)
⑥
参
照
。
小
浜
や
大
野
、
上
有
知
、
そ
れ
に
前
掲
10）
の
萩
や
赤
穂
な
ど

の
事
例
は
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。

17）
谷
川
編
（一
九
八
七
）、
九
八
頁
。

18）
①
加
納
東
阿
『
安
河
記
』、
文
政
七
年
（一
八
二
四
）（田
中
編
（一
九
二
五
）、
八
六
六
～
八
六
九

頁
）、
②
赤
田
臥
牛
『
白
山
廟
記
』（赤
田
（一
八
二
七
））、
③
高
山
市
編
（一
九
五
三
）、
一
九
四

頁
な
ど
。

19）
前
掲
７）
、
四
二
九
頁
。

20）
高
山
市
教
育
委
員
会
編
（二
〇
一
二
）、
四
～
五
頁
。

21）
浅
野
（一
九
八
六
）、
六
・一
二
～
一
三
頁
。

22）
例
え
ば
高
山
に
お
い
て
一
〇
〇
軒
以
上
の
家
が
焼
失
し
た
火
災
は
、
近
世
だ
け
で
も
享
保
一
四
年

（一
七
二
九
）、
天
明
四
年
（一
七
八
四
）、
寛
政
八
年
（一
七
九
六
）、
天
保
三
年
（一
八
三
二
）二

回
、
合
計
五
回
の
記
録
が
あ
る
（高
山
市
編
（一
九
五
三
）、
五
八
二
～
六
二
七
頁
）。
高
山
の
秋
葉

信
仰
に
つ
い
て
は
、
高
山
市
教
育
委
員
会
編
（二
〇
一
四
）、
二
一
八
～
二
三
〇
頁
な
ど
を
参
照
。

23）
た
だ
し
、
東
山
白
山
神
社
氏
子
区
域
の
飛
地
で
あ
る
下
三
之
町
の
一
部
が
ど
の
火
消
組
に
属
し
て

い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
地
理
的
な
制
約
も
あ
る
の
で
、
他
の
桜
山
八

幡
宮
の
氏
子
町
と
と
も
に
秋
葉
講
に
属
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

24）
前
掲
７）
、
四
一
一
頁
お
よ
び
前
掲
８）
、
五
一
～
五
二
頁
な
ど
。

［引
用
文
献
］

赤
田
臥
牛
『
臥
牛
山
人
集
初
編
巻
之
八
』、
菱
屋
治
兵
衛
、
一
八
二
七
（岐
阜
県
立
図
書
館
蔵
）

浅
野
吉
久
『
飛
騨
高
山

安
川
物
語
』、
私
家
版
、
一
九
八
六

蘆
田
伊
人
編
『
大
日
本
地
誌
大
系
第
七
冊

斐
太
後
風
土
記

上
』、
大
日
本
地
誌
大
系
刊
行
会
、
一
九

一
五

伊
藤
裕
久
「
江
戸
・東
京
の
祭
礼
空
間
―
伝
統
都
市
の
分
節
構
造
―
」、『
年
報
都
市
史
研
究
』、
二
〇
〇

四
、
一
二
号
、
一
九
～
三
二
頁

近
江
晴
子
「
大
阪
天
満
宮
の
氏
地
の
拡
大
と
坐
摩
神
社
と
の
相
論
」（大
阪
天
満
宮
史
料
室
編
『
大
阪
天

満
宮
史
の
研
究
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
）、
一
二
三
～
一
七
一
頁

岡
村
利
平
編
『
飛
騨
叢
書
第
一
編

飛
州
志
』、
住
伊
書
店
、
一
九
〇
九

岡
村
利
平
校
訂
『
飛
騨
国
中
案
内
』、
か
す
み
文
庫
、
一
九
八
七
（初
版
は
一
九
一
七
）

黒
田
一
充
『
祭
祀
空
間
の
伝
統
と
機
能
』、
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
四

小
南
弘
季
「
明
治
初
頭
に
お
け
る
氏
子
域
の
成
立
―
明
治
東
京
の
氏
子
域
に
関
す
る
復
元
的
考
察
（そ

の
１
）
」、『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』、
二
〇
一
七
、
第
八
二
巻
、
七
三
五
号
、
一
三
五
九
～
一

三
六
五
頁

佐
伯
弘
次
「
中
世
都
市
博
多
の
総
鎮
守
と
筥
崎
宮
」、『
史
淵
』、
二
〇
一
二
、
一
四
九
号
、
一
～
二
〇
頁

（初
出
は
一
九
九
七
）

高
橋
康
夫
・吉
田
伸
之
・宮
本
雅
明
・伊
藤
毅
編
『
図
集
日
本
都
市
史
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三

高
山
市
編
『
高
山
市
史
』上
下
巻
、
高
山
市
、
一
九
五
二
～
一
九
五
三
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歴
史
的
都
市
の
氏
子
区
域
に
関
す
る
考
察
―
―
中
近
世
の
飛
騨
高
山
を
事
例
と
し
て
―
―

高
山
市
教
育
委
員
会
編
「
高
山

旧
城
下
町
の
町
並
み
―
下
二
之
町
・大
新
町
地
区
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
対
策
調
査
報
告
」（長
野
県
須
坂
市
教
育
委
員
会
・楢
川
村
町
並
み
文
化
調
整
課
・高
山
市
教
育
委

員
会
編
『
日
本
の
町
並
み
調
査
報
告
書
集
成
第
２
２
巻

中
部
地
方
の
町
並
み
７
』、
海
路
書
院
、
二
〇
〇

七
）、
三
七
七
～
四
九
六
頁
（初
版
は
二
〇
〇
三
）

高
山
市
教
育
委
員
会
編
『
高
山
城
下
町
絵
図

江
戸
～
昭
和
時
代
』、
高
山
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二

高
山
市
教
育
委
員
会
編
『
高
山
市
史

建
造
物
編
下
』、
高
山
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
四

田
中
貢
太
郞
編
『
岐
阜
縣
飛
騨
國
大
野
郡
史

中
巻
』、
升
重
書
店
、
一
九
二
五

谷
川
健
一
編
『
日
本
の
神
々
―
神
社
と
聖
地

第
九
巻

美
濃
・飛
騨
・信
濃
』、
白
水
社
、
一
九
八
七

土
田
吉
左
衛
門
・今
井
一
郎
・谷
田
勉
・牛
丸
親
重
・熊
崎
善
親
編
『
飛
騨
の
神
社
』、
飛
騨
神
職
会
、
一

九
八
七

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
「
高
山
―
町
並
調
査
報
告
―
」（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
・岐
阜
県
岩

村
町
・三
重
県
鈴
鹿
郡
関
町
編
『
日
本
の
町
並
み
調
査
報
告
書
集
成
第
８
巻

中
部
地
方
の
町
並
み
５
』、

東
洋
書
林
、
二
〇
〇
五
）、
一
九
～
一
六
〇
頁
（初
版
は
一
九
七
五
）

西
田
博
「
福
岡
城
下
町
の
建
設
と
村
落
・神
社
の
移
転
」、
『
日
本
歴
史
』、
一
九
九
七
、
五
九
三
号
、
三

五
～
四
八
頁

萩
原
龍
夫
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二

本
多
健
一
『
京
都
の
神
社
と
祭
り
―
千
年
都
市
に
お
け
る
歴
史
と
空
間
』、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
五
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